








えったひとりのあとと bむす ζを失い ，祖父はきっと悲し くて悲しく てしかたなかったのでしょう。

その日から祖父は，私の母つを P長女K.ザ:[j111"ののれんを守って〈れるととを期待したので

す，ととるが，六年前の 2月 20日，母は胃ガンのため，私たち三人きょうだいと間殺をないて也:

を去弓たCです。

よ〈主 〈二人は子供に縁がなかったのでしょう。三人の子供のうち，二人も死別 し， 一人の残勺

fr:.次女も絵師華し ，別1.t家庭の主婦と1.t唱えのですから . 人K残されたものは ，孫の私たち・ 人き

ょうだいだけtてなったわけです。

@しかし， ζのような大きな悲しみを受けた二人は笑Kふしぎに思われる〈らい元気です。
会&tを入れよ

いままでに，私の祖父母に初めて会勺 7乞人で.一度で二人の年令を言いあてたひとは 1人もいま

0の坂も越えτいる老人には見えません。なぜなら 2
鋭、月だ.他;がRlるようι

人ともひ・Y克ーで.腹も金々曲っていをせんし，紋をついて歩〈必要もあ bをせん。祖父は耳ζ

そと主甘くなりかかっていますが ，限鋭はまだたまに使うくらいで ，視力はかとろえてい設いといっ
どんなととかあっセか，具体的 1

ていLくらいです。も匝母はE民鏡とJをかけますが，耳はよく，私が捌きもらしたととがあれば・同席

している樋憶に倒けばよ〈わかbます。とん1.tぐあいκ.ニ人はたいへんじ主うぶでめ勺たYて身体

をζわしません。

組又は鱗ij.牛乳 1本とたまと i倒を飲むととを 15年も・続けて公り，しかもす 01[)老体でいつ
どんな仕41・
も仕事にで付ナているのです、 70の老人が働くのでは，よほど家計が苦しい室長だなどと誤解しな

いでください。大金持ちでもありませんが.それほど樹る家庭ではあbません。しかし，私の祖父

の働くのはほかに理闘があるのです。働〈ととが怨文の生きがい，縫康法のーつなのです。 ζのと

とは組父自身もそういっています。

また祖母も，盆だ，正月だと年中殺せきや知人のととるへ出かけて:t'.!?ます。とれも祖母がまだ

白い毛が 1本もない原因だと息います。

@ζのような観父母が私えらに主せる費時の大きさをしみじみ感じ ，その責f壬の大きさを考えず
もっと心のともつセ茨F誌を:!4えよ，平凡すぎる

には公れません。 日も阜く 三人を安心させてやりたいと思っています。

E最後i'L.私は，私の視父母を .だれの前でも誇ってやります。努力のかたま bだと。(終〉

一一 指導したこと 一一一

。軽量慾が時帥ヲ配列で3jι凡な感じだ，すなわち

①大正末期，苦心の末洋品庖を開いたζ と

②二人の子供を矢f た悲しみ

@まとめ

となっているが，叫そ ζの四つのき扮をどういう頒序K並べていったら ，最も効泉的な総想と

なって〈るのだろう。型としては ，

的 自分たちのζ とから，姐父母の現状に及び ，昔の苦心と悲しみを語る(1:@①②の型 ，

t)組父母の目指生活から過去K趨り，自分たちき ょうだいの気持ちを述べる@x!)@@遡 ，

村草稿ではまだふじゅうぶんだが，吉田Iを背景にそと{IL生活を築いてきた狙父母の努カやたくま

ーしさを前半に強〈表わすg吻僅油の裂。
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またあるが，専務の製も入れて， ζLでは ，だいたい以上聞つめ型を考えてみた。

草稿の裂はどうもあbきたtv感をぬぐいきれない。付)の裂だと，きょうだいの怠気込みや費低

5誌のよう念ものが冒弱から紙面に堅苦し〈出Lて〈るような感じで味わいが乏しい。さて， Hの裂は

草稿K似ているが ，①I'L重点を沿いて皇制あげてい〈なら恥冷静U亡しかも客観的峨かれ，あた

かも色彩量生かな絵巻物のよ oK作られるのではないか。しかしいかんながら，それKしでは古賀J(l)

.flil究がま勺た〈ふじ申うぶんでどうにもならない。や)の裂も よ〈使われる鎧だが，μ)や付よ bは，

ドラマチッ。クであ!J.白熱そのものよ!'J，よりいっ。そう自然にやおらかく ，その上い〈らか立体貼

も持た£られるような感じK組みたてていけるのでは乏いか，それが最もうってつけの構恕といえ

るのでは攻かろうかと思案した。そζで，とれらのあらましを布川K話し，彼からの港、見も飽いた

うえで ，結局③①'@@vTJの裂にするととKした。

。さらK ，~き出しはもっとと っつきやすいよう κ 〈ふうするとと，また，符κ①②の叙述にうん

とカを入れる乙と。

。表現の粗維なととるや内容のふじゅ 5ぶんなととろには注を入れてシいたから，自分で考えるな

り，組父から鴎き出すなりして直すこと。

。大正時代。古町情調がなんとか入れ，られないか，調べるKは少し時間が足bないから.とttも飽

き出ぜたらなるべ〈答。き添えるとと。

布川Uζ話した内容はだいたいζんな点だが ，私が作品K寄せた期待はとうだった。

祖父母を浮き彫りK描写するととKより，人関の悲壮美を挟し出させてみたい。

粒々辛苦とKか〈当時古凶Iーの洋品庖を築いた努力と喜び ，三人の子供を失った大き念悲しみ，

老いを忘れ孫の成長に心を砕き家業tc励む老夫婦.とれらをもととし，大正.昭和の時代の流れ，

吉町という土地の色を背長Kして，子供ながらI'C，人聞の一企を，-(lliiの絵のように描かせてみた

.いという，や L大それた望みを飽いていた。

規模が大きくしかも深みのあるものを，そのためには，吉町の姿は，古いB(磁をあさるなり，ま

た祖父母の描写も，仕事の商だけでさと<，定まいとるのふた.!1oがもかげを ，志、ばさんや知人をたず

ねて話弓てもらう~どな b させたいとも考えていた。

期待が大きかっただけに(もっと積極的陀細かく喜多露目指導をなすべきだったかもしれないが)最

初持ってきた 5枚Kは少念からず失盟した。背景κしたいと思った古町傍E絡がほとんど出ていない。

努力の場面，悲しみの場面いずれも抱b下げが足bない。(子供を失ったととろに深〈ふれていとう

とナるととはいかKも酷な気もしたけオLども)

しかし，あちこち手を加えていくならなんとかまとまったものになるだるう。最初思ったよりは

小型Kなるかもしれないが ，とにか〈まとめよう。そのためKは，前述のようK草稿のような機懇

では平凡だ，同じ素材でもそれでは訴えるカが弱い。祖父母の現在。姿，日常のできごとから，や

わらか〈すらbとはいうていった方がよいむではないか。大正 12年……では構想と しては平凡で

あ!>，また少しかたい感じがするのではない効、読むものの時代的距際感をなるべ〈減殺するため，

現在から過去に遡る回怨E誌の持者恕が実際κは自然Kしかも訟もしろ〈感じられるのではないか，最

初拷え持~ N悲壮望むも小規模ながらζ うした港、図的機想、の中から多少は醸成されてい〈ので怯なか

ろうか ，というととで前述のような構怒tてするよう話し合ったわけである。

二学期も始会ってあ、!J，時間の余裕もじゅうぶんUてはとれそうもなかったので，最初考えた背景
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とか.絵のよう君主とかいう車想像はどはさんKして，とにか<.祖父母を克明K描写するという点

に焦点を絞弓食。

oma固めの話合い(2凶めの添削)

9月初旬 ，'Z学期の綬業やλ軌道にのる。

前回 ，指示された箇所K充分気をつけ ，わら紙 H枚に書き下してきた。 l反稿用紙にしたら 2 o:t:lt 

近い。主t貨とも('(前回をはるかκ上凪る。

次tc:.舞~2 縞を示すが.同時K器売削箇所をii き加えてい〈。請書は本文とはさらに多少~-::.た部

分があ τたかもしれないがζ 与には似せない.なま，.J 3由めの添削をするつも りだf たが，弘が感

留で S • 4日休んでしま弓たので.鍛後の仕上げをせず徒出させたの

弘の.ttl父母 淑主主( )内は説明

(掛~~は指示されたとお þ l'(なラていた。容さ出しの部分がまだ最初の原械のようであったが次の

エうκ仕上げさぜた)

弘は，私の組父母i乞初めて会弓た人陀は .いつもとう関〈 ζ とκしている。

「うちの念じいちゃんにおばあちゃん.いラたいい 〈つぐらいだと悠います?Jそんなときその人

はさま勺て ζう答える。

「そう .110か 60ぐらいじゃないんですか。 j

すかさず弘が ，

「談念でした! 祖父は 74 .祖母は 7Sですよjとい勺て笑う。最初は.だれも私のいうととを

信じない。との弘にさえ ，時々とのこ人がもうそんな年令とはとうてい忠、えないほど若々し〈見え

るのだ。私がう τかり.f:J;'ばあちゃん，そうぜんたくばかbしないで ，たまKは年よりらし〈し

ていたら… ...J とでもいおうも'D~ら.

f拳司ιちゃん，私はそれほどひま人じゃなν、からお。あんたみたい左若いもんがどるとろしていな

いで勉強でもしたらどうだい。J攻んて逆Kハッパをかけられてしをうしをつだ。

また ，包父K.

rt.'じいちゃん ，毎日仕事でっかれるでしょうJといえば.

「いや ，公前たちを学校t'出すまでは私は働かなきゃJととれも逆に働〈ょうK勧めたようKなっ

てしまう。

組父はまた，

『台前ら孫三人を bせばな人聞にするまで私は生き なければならない。だから弘はだれよ bも健康

κ気をつけている。 ζの弘の働〈というのは ，弘の生きがいであ t.章受』設の健康法でも あるのだ。 J

とい~ ，自分で自分の生き方tc自信をもっている。朝は牛乳 1本と金gs1とずっ食べるe とんな ζ

ともぎう。

「弘治E働けば ，自分が長生きできるだけでなぐそのお金はお前たちのためK貯金ができるじゃない

か。 ζれはまさI'(-r石三ニ鳥だよ。 J

t弔7't< .ζんなととを言いながら大声で笑う祖父は，魅力的でた〈ましい。そういう時の祖父

。顔は笑K生き生き としている。

(人刷。本当K人間らしい魅力というのはζんな時に発獲されるのではないかと患う .と続いてい
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たが強すき'るので削る。しかし.会話を量豊富I'Cぐり入れ，内容は細か〈生室生きとしてきている。)

狙飽は祖母で忙しい。婦除・洗た〈・炊事はもちるん，親せきや知人へのあいさつまねり，それ

にP.T.Aの役員まで語iき受け，たひたび@会合tても紋気よく出席している。

そして，組長tもテレビの大ファン。テレビで樹党総誉総をやf ていると，組父が. r元気のない敬

だな。とんな主主味のわからん英語で歌われでも.~つれのれのような年よりにはさっぱ b わからん。

ζんなもの ，どとかいいのかなJなどというと

「おじいちゃん， ζれはいまはやt'D九ちゃんですよ@との歌は ，たしか.えーと，そうそう'上‘

を向い・て歩ζ う，ですよ。とれは英語 じゃあbまぜん主@まったく，念じいちゃんはなんKも知ら

ないんだから…。 jと極母にやっつけられる。 ζんな時は家中主祈念かをかかえて笑い出す。祖母は，

乙の年令C しかも ζんな女性tては珍し(.野球や相撲にも〈わし(. 

れまら，見でてどらん。 ζの老三杉は，塩をま〈とf.l.その手でをおしをト J トンとたた〈んだよ。

そら，たLいた。あれがくせだ工。 jなどと.(せまで覚えとみ，大腿の大ファンでもある。(ま

ラたく気が若いといったらζれほど溶い人もちょっとないだるう，と続いていたが，重複的なので

削る)

老人とはいえ，ニ人とも絵も幽らず，目も耳もたしか，耳i:VLか読んだj).ひ会と話をしたりする

のに不自由はち守とも感じない。 ー

老人らしさを少しも見せないが ，時としてふっと感慨傑そうにζんなととをい うことがある。

(版文は，ふっと思い出すととがしばしばある)

「私ももう老年だなあ。ゐぞとの:io'ばあさんは，先月 78で死なれたし.7 5κなる私のいと乙も

・・あ L私ももう先企ま長〈ない念。 Jじようだんともつかずそういう怨父の横顔をちらbと?まつ

のさびしい影が走る。

〈原文は，構Mt'Cば，ふτ といままで忘れていた 14年隠の深いしわを，E1わせる影がある〉

祖母も，たまに，私がだいぶやせとけた腐をもんでやると，い弘知寺ちそうに自をつむる。その6

後姿KもやはT7 0 ~坂を越えた労苦C色が浮かぶ。とんな時，私には「いもがゆJ の主人公無名

の五位のようなあわれさ，さびしさがジーンととみあげてきて， (以下補足)際限もない~þ ょう

の世界に連れていかれるような気I'C~る。

(以上で祖父母の茨況は終わ t.次は'布)11...'DVれんを掲げるKいえる'a心談が，祖父の述健

を中心I'C.回想的犯描かれている。 ζの第 2段落も次の遂命の悲惨を物語る第s段絡もともに，祖

父の銭i日的口述が，文の中核をlZしているのが特徴ーーやk ぞれに救りす~たきらいはあるが一一〕

天正 12年，つ'I.ll関東大緩災の年の 5 月 ，まだそれほど発展 していなかった~Ti潟VC(第 1 回の

尊稿では冒頭にあった部分 .との辺に昔のー同Tの趣をできるだけ出して欲しかったとζろ)洋品活

Cのれんをさげた二人はまだほんとに若〈働きざかタだラた。

(中路〉今から考えると.私たちにはとてもできそうもないζ とを徳父はや哩てのけたのだ。

「入間は，努力がかんじんだよ。努力しない人前はだめだー J祖父は彼自身の苦しい生活体験か・ら

出たととばをよ 〈私VC~去る。

(乙のあとt亡保険勧誘B*ーの原一平氏の努力談が引用されていたが，竹11(木をつぐの感がむず

か乏がらあったので割愛)

(中略)とうして，狙父は組ff1;と ご人でありったけのカを出して働き.$'金をため，足bない分
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t:t.銀行I'C.知人K..磁を下げてくめんし，ついK二人っきりの，いや実際は妓二人と四人ではあ

τたが，つま D綾子凶人以外のだれのも Cでもない洋品居の放をあげたのだ。祖父の 31才'D時で

ある。

(中略 ，以下，経営の苦心物語が，組父の口から，原稿用紙で4枚余り続〈。草稿の指摘箇所が

来分K修正されている。~j>~ ，物詩の後半t!) l 部を次に載せる)

「笑をいうとl苫を持ったもfコのなかなか思うようにはいかず， 三人でその日の失敗を夜のふけるま

で詰合仇，涙の出そうなのをとらえて寝床につ凶たのも〒我や三度でなかヮた工。 ζ 与はとうし

tう.， ζうすればよかった，そして思案Kくれた三人が，ふとわれKかえったとき，自分たちの貧

じき，子供ーたちのみじめさ，生活のふがいなさをつくづくと感じ，とりつ〈差是もないような受精ち

にひた h ながら，公互いに励~し合ぃ ， 明日はもっともうけよう，そしてもっと子供たちの長い親

に弐ろうと誓い合ったものだよ。 J

努力K加える(rCなみなみならぬ努力と創意と工夫Kよ.t，とKかく自分たちの手でとの'布111ft

ののれんをかかげ，しっかりと守bと公してきたその尊い人生経験に，私は実に学ぶととる刃吹き

同ぞれはきっと，私が祖父母からも.らい受けたものの中で最も毒事い宝物c一つにちがいない。

(以上第z段落。次は，二人の子供在失なう悲惨な段議。との作品には a表現上特別な LIIという

バきものはない。しいていうなら，第 t段溶が山の前面であ.!?.第 8段落が4去の背b舗を乏している

左いえるだけで，とLκはいわゆる.山C絶I震にもた とえられるべき山というものはな加。わずかに

山らしい全体的な高ま bがみられるだけである。との辺が作品C不安定を感じさせる原因とも怠わ

れる)

Lかし，二人の人生は必ずしも楽しく，苦しいながらも幸せだとばかb言えるものでもなかせた。

{中略)昭和 20年 1fj 2日，フイリッピンで長男戦死の公幸震がはいったのだ。 ・滋母の話ではそ

の日祖父は用で外出していたのであるe 組母は二人C子とだきあって泣いた。事pばの話では ，その

時tlJ祖母のカはあまりにも強<.今でも覚えている，念ぞろしいともいえる ようだぢたと話したと

と92ある。
(草稿1広は，視母の悲しみは捕かれていなかった。布川は，指摘されたと公.t，組母に熱心に当

時のもょうを関き出したのであろう。 私としては，作文と して除奮いてもらいたかったが，とうし

たととにはできるだけ触れたくない，祖父母をいたずらK怒しませてはいけないという安柄ちから，

実は祖父母K深くわびながら推考させていった奇紛である)

〔中略)…・・・室長へはいってきた祖父は，いつになく多勢の訟客がきているのに驚いえように ，

f ほう，どう したんだい。大入満員だな。さて， はらがすいた ，母さん，めしのしたくはどうだい』

とい，って腹をなろし新聞を聞いたんだよ。ぞれもいつものようにねロそして，在、はできるだけおち

ヲいているふうI'Cr父さん，合ちついて〈ださいね。わかりますか。疋与が，あの子が戦死したん

でごr.):o Jそういうとお、じいちゃんの顔色がさっと変るのがわかりましたが……

(とん没誠子で，祖母の話が 2枚余り続〈。次は最後の結びの段落である。草稿はど〈あっさ b

Lホハた。しかし，筆は強調し2まいかわり にかなり患いをとめてていねいKしめ〈くる必裂がある

と怒った)

しかし，二人はあれほど悲惨な遥命κあいながら，ぞれvc縫え，な草子ゅうゅうと生活 している。

牢ぜだろ 5。やは.t，私たち三人きょうたいのゆ〈すえをたしかめたいからだと思う。最後の段階
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十てまでisいとまれながら，私たち三人I'C期待し ，じっと世の流れに逆らい ，しがみついているよう

な二人はある愁味で超人間的であるといえる。

(中略〉私C気持ちを何か表現するなら， r一生渡 ，祖父母のようにカいづばW誠実に生きたいl

というととだ。

(中路)最後I'C.だれの前でも大声で誇bたい。

「線父・槌母は ，努力のかたを bだJと。そして叫びたい。

「祖父・視母が ，だれよbもだれよDも大好きだJと。(終)

〈笑際 ，第 2稿の結びはも っと長<，くおしいものだったが，カ強くするためにできるだけ創τ

て簡潔な表現托した。)

以上であるが，添削・推考が予定ど主i'!J行ないえなぐて，全体的にも部分的にもふじゅうぶんに

終ってしまったととは前述のとおbであるが ，信髄は，構想が予期したほど妥当設ものであ!?，効

来的だうえといえるかどうかの点Kある。全文を載せるととができず省略が多いので， 判断に苦し

まれるとは思うけれども，とラした問題f'(ついて啓蒙的など批判をいた xければとの上もない幸せ

と考える。同-([)材料でも並べ方，組み立てかたKよって突なウプヒ印象を与える乙とができる。そ

れは，構総の改変によt表現効泉の釜呉という問題になるう。

最後に布}II([)執筆後。感想を l部引用する。

意外という気持ちでいっぱいです。とれほど人々に認めていただいたく読売のつづb方コンクー

ル全国佳作入選)のは， ζれが初めてです。まして私が前からさまきたいと思っていたも.のを好き君主

だけ香いたのですから…・

最初tまねずか 5お(の短いものでした。書きたいζ とはたく さんあ古たのに築;61進みをせんで した。

しかし，いろいる注怒されてからは，どんどん原稿用紙VC気持らがの bました。

…・自然描写の少しもはいらなかったζ と，祖父母だけが中心I'C7l: T ，私たちきょうだいやまわ

Dの人々がさっば P顔を出していないのは失放でした。ワキ役不足といったととろです。書き出し

rtも苦心しましたが，と代か〈工い経験と君主 P書〈自信がつきま，した…………。
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